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背景・課題、目標設定

取り組み内容・対策例

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果、ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ、今後の対応方針

備考

電話番号 088-833-6901

＜背景・課題＞
　波介川河口導流事業は、昭和50年の台風5号による土佐市の大災害を契機として計画され、昭和60年度に事業
に着手して平成16年3月に着工した。
　通称「シオクグ入り江」は仁淀川本川の右岸0k/4付近に位置し、塩性湿地植物のシオクグが生育するワンドの干
潟地形を有しており、仁淀川河口域（汽水域）における干潟の生態系を象徴する区域となっており、多様な生物が生
育・生息している。
　導流事業に伴い、シオクグ入り江の湾奥部が直接改変により消失することとなり、環境対策として、環境調査委員
会委員の助言・指導のもと代替環境を創出し、その効果を検証するためのモニタリング調査が実施された。
＜目標＞
　 シオクグ入り江部（代替環境を含む）の生物相を定量的に評価し、その特性が復元されているかを評価する。

　当該地の周辺では「仁淀川水系河川整備計画」に基づく河道掘削事業が実施されており、当計画においても保全
区域として入り江の干潟環境への影響を考慮して掘削量を最小限にすることが定められている。そのため、今後は
当該事業に基づくモニタリングが必要であり、その結果に基づいて順応的管理を行う。

問い合わせ先 四国地方整備局　高知河川国道事務所　工務課

課題・目的（主な）：貴重種、特定動植物の保全、水環境改善、ワンド・たまり、池沼の保全・再生・創出
工 法 （ 主 な ） ： 築堤、掘削（高水敷）、掘削（低水路）、掘削（河床）、護岸整備、置土（土砂投入）
配慮事項（主な）： 河川景観への配慮、歴史・文化への配慮、委員会、協議会等の開催、その他

事 業 ： その他 事業開始年度 昭和60年度
目 標 設 定 ： 定量的 段 階 ： C（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・評価時）
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多自然川づくり取り組み事例

タ イ ト ル ： 波介川河口導流事業におけるミティゲーションについて
水 系 / 河 川 名 ： 仁淀川水系／仁淀川 河 川 分 類 ： 大河川
河川の流域面積： 1560km2 整 備 計 画 流 量 ： 12900m3/s（W=1/100）セ グ メ ン ト ：
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注）H22調査なし

導流路通水
H24..5.19

代替環境改良

3月中旬、6月中旬、8月下旬
代替環境整備

1月下旬

【代替環境の整備（平成20年1月）】
・規模は消失するシオクグ入り江部の面積（約960m2）
とほぼ同等とし、シオクグ入り江部の右岸側に480～
500m2程度の掘削地を2箇所造成した（地盤高は平水
位以下であるT.P.0.4m以下）。

【代替環境の改良（平成21年3月、6月、8月）】
・代替環境1の平面形状の改良（拡幅）
・地盤高の改良（底面はT.P.-1.0m※まで緩傾斜1:10）
・水路の開削（入り江部からの通水の確保）
・底質の改善、シオクグ移植

※5年平均日最低水位T.P.-0.6mよりも約0.4mの水深を確保。

代替環境1(H19年度完成直後)

シオクグの移植状況(H20年度)

【主なモニタリング項目】
・植物（植物相、植生分布、移植モニタリング）
・魚介類（魚類、貝類、エビ・カニ類）
【モニタリング結果】
・移植したシオクグが定着して生育範囲を拡大し、群
落が維持されている（写真）。
・魚類の総種数は、事前(H18)の12種に対して、供用
後(H24以降)が26～33種に増加している（右図）。
・代替環境1では改良後20種前後の魚類が確認され、
代替環境2ではH26以降は15種程度で安定している。
・重要種のアカメは、H21に代替環境で初めて確認さ
れてから、その後に増加している。
・代替環境2は河床が泥質で嫌気状態になり（水路の
埋没）、底生動物相に影響が出ている可能性がある。
・以上から計画時の復元目標はほぼ達成された。
【今後の対応】
・代替環境2は再開削を行い通水を良くすることにより、
嫌気状態の解消に繋がると考えられる。
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波介川河⼝導流事業は、波介川流域の浸⽔被害を軽減させるため、仁
淀川本川との合流点を導流路整備により河⼝部に変える事業であった。
この事業により、重要な塩性湿地⽣態系であるシオクグ⼊り江の湾奥

部が消滅するため、代替環境を整備した。その後、改良を重ね実施した
環境の回復過程のモニタリング結果を報告する。

波介川河⼝導流事業における
ミティゲーションについて

Keywords ： 湿地の保全，重要種の保全，河⼝部

平成29年度 全国多⾃然川づくり会議 四国ブロック選出
仁淀川⽔系／仁淀川 ⾼知河川国道事務所

シオクグ⼊り江

代替環境整備から8年後（2016年12⽉25⽇）

代替環境整備前（2006年1⽉28⽇）
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